
◆令和６年度事業報告・決算報告
◆令和7年度事業計画・予算
◆新任職員紹介
◆水俣芦北圏域市民後見人等養成講座の
ご案内
◆ひきこもりファミリーサロンのご案内
◆万灯会のご案内
◆介護者リフレッシュ事業のご案内　他

　ＨＵＧ～避難所運営ゲーム～は避難者の年齢、性別、国
籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを、避難所に
見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難
所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験
するゲームです。「熱があるなら別の部屋がいいんじゃな
いか」「ペットはどうする？」「若い人には手伝ってもらお
う！」と、避難者それぞれの困っていることや配慮が必要
なこと、協力してもらえそうなことなどの話し合いを通し
て、いろんな人が共に生きる社会について考えました。
　興味のある方はお気軽にお尋ねください。

社協だより第72号の主な内容

ＨＵＧ～避難所運営ゲーム～を通して
地域共生社会を考える

袋中学校1年生集団宿泊の最後のプログラム

〈第72号〉
令和７年８月１日発行

社会福祉法人

水俣市社会福祉協議会
熊本県共同募金会水俣市支会

水俣市牧ノ内３番１号
TEL 0966-63-2047
FAX 0966-63-3570

メールアドレス info@minamata-shakyo.jp
ホームページ https://www.minamata-shakyo.jp/

誰もがもやいの心で「つながり」を実感できるまちづくりをすすめます



　市民の皆様にご協力いただいた社協会費や寄附金、共同募金の配分金、また補助金や受託金、
介護保険事業の介護報酬などで、令和６年度の事業計画に基づき事業を実施しました。

〇住民参加の促進
　　　いつでも、どこでも、だれでも、気軽に参加できる仕組みをつくります

〇法人運営の充実
　　　広報活動や情報公開に努め、「信頼」を得られる法人運営を目指します

令和６年度　事業報告・決算報告

〇当事者支援の充実
　　　生活のしづらさがある方を早期に発見し、迅速に対応します

地域リビング

万灯会（まんどうえ）

スマイルサポート

認知症初期集中支援チーム 訪問入浴介護

広報活動（Facebook）
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勘　定　科　目 決　算　額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
　
入

会費収入
（一般会費、賛助会費、法人会費） 5,863,950

寄附金収入（香典返し、一般寄附） 2,287,836
経常経費補助金収入

（県・市補助、共同募金配分金） 36,094,218

受託金収入（市・県社協・国受託） 117,177,674
貸付事業収入 250,000
介護保険事業収入 28,932,039
その他の事業収入 2,842,450
受取利息配当金収入 2,710
その他の収入 566,292
事業活動収入計 ⑴ 194,017,169

支　
　
　
出

人 件 費 支 出 153,019,027
事 業 費 支 出 24,497,518
事 務 費 支 出 4,122,768
貸付事業支出 250,000
助 成 金 支 出 5,001,957
負 担 金 支 出 33,000
事業活動支出計 ⑵ 186,924,270

事業活動資金収支差額 ⑶ = ⑴ｰ⑵ 7,092,899

勘　定　科　目 決　算　額
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等寄附金収入 1,019,986
施設整備等収入計 ⑷ 1,019,986

支
出

固定資産取得支出 3,175,766
施設整備等支出計 ⑸ 3,175,766

施設整備等資金収支差額 ⑹ = ⑷−⑸ △ 2,155,780

勘　定　科　目 決　算　額
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 2,274,240
その他の活動収入計 ⑺ 2,274,240

支
出

積立資産支出 4,381,920
その他の活動支出計 ⑻ 4,381,920

その他の活動資金収支差額 ⑼ = ⑺−⑻ △ 2,107,680

予 備 費 支 出 ⑽ 0
当期資金収支差額合計
 ⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼−⑽ 2,829,439

前期末支払資金残高 ⑿ 94,392,212
当期末支払資金残高 ⑾ + ⑿ 97,221,651

合　　　計 決　算　額
収入合計� ⑴＋⑷＋⑺＋⑿ 291,703,607
支出合計� ⑵＋⑸＋⑻＋⑽ 194,481,956
収支差額＝当期末支払資金残高 ⑾ + ⑿ 97,221,651

資 産 の 部 負 債 の 部
科　目 金　額 科　目 金　額

流動資産 105,108,544 流動負債 17,106,923
　現金預金 22,093,523 　事業未払金 7,272,087
　　現金 36,810 　未返還金 13,000
　　預貯金 22,056,713 　預り金 18,238
　事業未収金 69,753,015 　職員預り金 583,268
　　事業未収金 68,236,515 　前受金 300
　　未経過貸付金 40,000 　賞与引当金 9,220,030
　　未償還金 1,476,500 固定負債 43,272,840
　未収補助金 13,262,006 　退職給付引当金 43,272,840
固定資産 137,186,290 負債の部合計 60,379,763
 基本財産 1,000,000 純 資 産 の 部
　定期預金 1,000,000 基本金 1,000,000
 その他の固定資産 136,186,290 　第１号基本金 1,000,000
　建物 1 国庫補助金等特別積立金 68,970
　車輌運搬具 2,489,337 　国庫補助金等特別積立金 68,970
　器具及び備品 6,672,047 その他の積立金 83,708,685
　退職給付引当資産 43,272,840 　福祉活動積立金 83,708,685
　福祉活動積立資産 83,708,685 次期繰越活動増減差額 97,137,416
　出資金 1,000 　（うち当期活動増減差額） 2,383,099
　その他の固定資産 42,380 純資産の部合計 181,915,071
　　リサイクル預託金 42,380

資産の部合計 242,294,834 負債及び純資産の部合計 242,294,834

貸 借 対 照 表
令和７年３月31日現在　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

資 金 収 支 計 算 書
（自）令和６年４月１日　（至）令和７年３月31日　　　　　　　　  　（単位：円）
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就
任
の
ご
挨
拶

　
４
月
１
日
よ
り
事
務
局
長
に

就
任
し
ま
し
た
山
口
拓
で
す
。

　
皆
様
に
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
運
営
、
地
域
福
祉
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
誰
も

が
も
や
い
の
心
で 

つ
な
が
り 

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
活
動
計
画
の
も
と
、
相

談
窓
口
の
周
知
、
住
民
参
加
の

促
進
、
当
事
者
支
援
の
充
実
を

進
め
、
住
む
人
々
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
、
職

員
と
と
も
に
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新
任
の
職
員
紹
介

　
４
月
１
日
付
け
で
水
俣
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
入
職
い
た
し

ま
し
た
廣
田
恵
介
で
す
。
以
前

は
、
主
に
児
童
福
祉
の
分
野
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

達
の
生
活
の
お
手
伝
い
、
保
護

者
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
進
路
や

家
庭
復
帰
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
そ
の
思
い
を

よ
り
一
層
意
識
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
地
域

の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○住民参加の促進　　いつでも、どこでも、だれでも、気軽に参加できる仕組みをつくります

○当事者支援の充実　生活のしづらさがある方を早期に発見し、迅速に対応します

○法人運営の充実　　広報活動や情報公開に努め、「信頼」を得られる法人運営を目指します

寄附金
3,000,000円

前期末支払資金残高
8,850,000円

会費
6,620,000円

受託金
140,862,000円

経常経費補助金
41,143,000円

介護保険事業
34,295,000円

その他の事業
2,624,000円

受取利息配当金
30,000円

その他の収入
624,000円

貸付事業
1,000,000円 収　入

240,496,000

サービス区分間繰入金収入
1,448,000円 積立資産支出

5,755,000円
予備費
1,172,000円

人件費
186,927,000円

事務費
6,412,000円

貸付事業
1,000,000円

助成金
5,966,000円

負担金
300,000円

固定資産取得支出
1,434,000円

サービス区分間繰入金支出
1,448,000円

事業費
30,082,000円

支　出
240,496,000

令和７年度　事業計画・予算
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会
費
納
入
の
お
ね
が
い

令和６年度の使途
使　途 内　容

福祉用具貸与事業
水俣市在住の要援護高齢者や障がい者、その他福祉用具を必要とされる方々に対し日常生活の便宜
を図るため車いすや特殊便器、シャワーチェア、歩行器、入浴台、杖等の福祉用具を貸付しました。

（貸付件数１５０件）
介 護 者
リフレッシュ事業

在宅で高齢者や障がい者の介護をされている家族の慰労を図るため要介護者や介護者の方々に対し、
訪問散髪や訪問マッサージのサービスを行いました。� （利用件数２８件）

福祉金庫貸付事業 緊急に資金が必要となった方に対し、50,000円を上限として貸付をしました。�（利用件数５９件）
地 域 福 祉 関 係 地域リビング、災害支援

社 協 基 盤 整 備
役員会の運営（役員会の開催 理事会：３回、評議員会：３回）
もやい館生活支援センターの運営管理
広報活動など

⃝

一
般
会
費
一
世
帯�

年
額
６
０
０
円

自
治
会
を
通
し
て
市
内
の
全
て
の
世
帯
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
般
会
費
は
本
会
の
活
動
資
金
の
う
ち

で
最
も
基
本
と
な
る
財
源
で
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）�

５
，２
８
２
，９
５
０
円

⃝

賛
助
会
費
一
口�

年
額
１
，０
０
０
円

特
に
本
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
賛
助
く
だ

さ
る
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）�

1
１
，
０
０
０
円

⃝

法
人
会
費
一
口�

年
額
１
０
，０
０
０
円

本
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
賛
助
く
だ
さ
る
市

内
の
法
人
や
事
業
所
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）�

５
７
０
，
０
０
０
円

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
社
会
福
祉
の

向
上
を
み
ん
な
で
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
地
域
の
方
々
か
ら
支
え
ら
れ
、
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
様
々
な
社
会
福
祉
事
業
を
行

な
っ
て
い
る
民
間
団
体
で
す
。

　

実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
会
費
や
寄
附
金
の
他
、
行
政
な
ど
か

ら
の
補
助
金
や
委
託
金
、
介
護
保
険
収
入
な
ど

を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
納
入
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
会
費
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
な
う
福
祉
活
動
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
法
人
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
56
の
法
人
と
事
業
所
に
ご
加
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
あ
た
た
か
い

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

熊
本
中
央
信
用
金
庫
水
俣
支
店

豊
田
実
業
㈱

諫
山
工
業
㈱

医
寺
崎
会
て
ら
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

ア
ク
ト
ビ
ー
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
㈱

医
旭
会
水
俣
病
院

㈲
あ
ら
せ

㈱
い
け
だ
心
善
社

㈱
エ
ム
・
テ
ィ
・
エ
ル

医
岡
部
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑

㈱
熊
本
銀
行
水
俣
支
店

ク
ロ
ッ
ク
ス
㈱

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ル
ー
プ
エ
コ

（
一
社
）健
康
共
同
フ
ァ
ル
マ
さ
く
ら
薬
局

興
南
電
気
㈱

合
同
会
社
オ
ル
ワ
ー
ス

西
念
寺

福
さ
か
え
の
杜

福
照
徳
の
里 

新
興
製
機
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
水
俣
製
造
所

Ｊ
Ｎ
Ｃ
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱

生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と

太
陽
電
気
㈱
水
俣
支
店

㈲
た
か
や
ま

立
尾
電
設
㈱

㈲
肉
の
ア
カ
ミ
セ

医
仁
治
会
緒
方
眼
科
医
院

福
光
明
童
園

平
松
司
法
書
士
事
務
所

医
芳
和
会
水
俣
協
立
病
院

㈲
前
田
プ
ロ
パ
ン
商
会

水
俣
ガ
ス
㈲

水
俣
商
工
会
議
所

水
俣
石
油
㈱

㈲
宮
川
ホ
ン
ダ
自
動
車

㈲
モ
ー
モ
ー

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ト
ヨ
タ
熊
本
㈱

　

カ
ロ
ー
ラ
熊
本
水
俣
店

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
梅
荘

昌
栄
海
運
㈱

㈲
水
俣
マ
リ
ー
ナ

㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

㈲
大
川
林
業

㈲
坂
本
板
金
工
業

Ｊ
Ｎ
Ｃ
開
発
㈱

㈱
三
井
鈑
金
塗
装
工
業

㈲
日
の
出
建
材

㈱
水
俣
ア
ス
コ
ン

山
下
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

㈻
水
俣
ふ
た
ば
こ
ど
も
園

Ｍ
Ａ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱

新
栄
合
板
工
業
㈱

㈱
肥
後
銀
行
水
俣
支
店

㈾
君
島
タ
ク
シ
ー

（
敬
称
略
・
加
入
受
付
順
）
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Ｊ
Ｎ
Ｃ
労
働
組
合
様
よ
り

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
令
和
７
年
４
月
４
日
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
労

働
組
合
様
よ
り
、
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
組
合
は
社
会
貢
献
活

動
の
１
つ
と
し
て
20
年
以
上
に
わ
た

り
寄
付
を
行
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
労

組
の
働
き
か
け
で
組
合
員
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
か
ら
寄
附
金
が
集
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
い
た
だ
い
た
ご

寄
付
は
水
俣
市
の
福
祉
事
業
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
運
動
教
室

の
び
の
び
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

　
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
必
要
な
筋
力

の
維
持
向
上
を
目
的
に
毎
月
運
動
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
筋
ト
レ
は

毎
日
で
な
く
て
も
続
け
る
こ
と
で
予

防
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。
教
室
に
参

加
す
る
こ
と
で
筋
ト
レ
の
継
続
率
が

上
が
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
６
６-
63-

２
０
４
７

　
開
催
日
程
や
こ
れ
ま
で
の
様
子
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
認
知
症
の
方
や
家
族
の
方
へ
の
支

援
の
一
つ
と
し
て
「
傾
聴
」
が
あ
り

ま
す
。「
傾
聴
」
と
は
、
相
手
の
心

に
寄
り
添
っ
て
話
を
聴
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
で
す
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
は

こ
の
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

行
え
る
方
を
養
成
し
て
い
く
講
座
と

な
り
ま
す
。
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る

方
や
初
め
て
で
も
興
味
の
あ
る
方
な

ど
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】
①
10
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
②
10
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
10
：
00
〜
15
：
00

【
場
所
】
白
梅
の
杜
あ
つ
ま
ろ
う
や

【
参
加
費
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
６
６-

63-

２
０
４
７

高
齢
者
無
料
法
律
相
談
会

　
遺
産
相
続
、
多
重
債
務
、
成
年
後

見
（
※
）、
扶
養
関
係
な
ど
、
法
律

に
関
す
る
相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申

込
み
が
必
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（
一
人
約
30
分
、
最
大
４
名
、
先
着

順
）

　
※
成
年
後
見
と
は
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
の
法
律
行
為
を
手
助
け

す
る
制
度
で
す
。

【
日
時
】
９
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

【
場
所
】
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
相
談
室

【
申
込
み
締
切
日
】

　
９
月
12
日
（
金
）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
水
俣
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
６-

62-

３
０
３
０

{info@
m

inam
ata-shakyo.jp

参加者は60代前半～
� 80代後半の方まで！
毎年体力測定も
　実施しています。
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ひきこもりファミリー
サロンのご案内

　ひきこもっている家族のことで悩んでい
ませんか？お互いの悩みを話し、励ましあ
いながら、かかわり方や支援の方法等につ
いて考え、交流します。

日　　時　　８月14日（木）13時30分より
場　　所　　もやい館１階　多目的ルーム
参 加 費　　無料
【お問い合わせ】
　みなまた安心センター
　（水俣市社会福祉協議会内）
　☎０９６６－６３－２０４７
　{ansin@minamata-shakyo.jp

～安心を届ける地域の力～
水俣芦北圏域市民後見人等養成講座を開催します

　後見人としての業務を適切に行うために必要な知識 ･ 技術を習得し、将来、市民後見人として活
動することを目指す人を募集します。家族の立場で身内の人の後見人となることをお考えの方にも
お勧めします。
※後見人…判断能力の低下した方に代わって財産管理等を行う人で、家庭裁判所から選任された人のこと

開 催 日　　９月６日（土）・９月20日（土）・10月４日（土）・10月18日（土）・
　　　　　　11月１日（土）の５日間
時　　間　　10時～ 16時30分　　　※全日程を受講された方のみ修了となります。
会　　場　　水俣市総合もやい直しセンター１階多目的ルーム、芦北町きずなの里会議室
受講資格　　水俣市・芦北町・津奈木町在住で認知症サポーター養成講座を受講した人

　（これから受講予定の方を含む）
受 講 料　　無料（ただし、テキスト代８千円程度を負担していただきます。）
申込み締切　８月20日（水）

【お問い合わせ・お申込み先】
　水俣芦北圏域権利擁護センター（水俣市社会福祉協議会内）
　☎０９６６−６３−２０４７　{kenriyogo-c@minamata-shakyo.jp
　※右の受講申し込み用ＱＲコードを利用できます。

ひきこもり支援研修会 
（支援者向け）のご案内

　ひきこもっている人やその家族を支える支援者
を対象に、研修会を開催します。

テ ー マ　　『つながりの扉をひらく』
　　　　　　～ひきこもり支援の理解と共感のために～
講　　師　　宮崎大学医学部臨床神経科学講座
　　　　　　精神医学分野助教　久保浩明先生
日　　時　　８月20日（水）
　　　　　　13時30分～ 15時30分
　　　　　　※開場　13時より
場　　所　　水俣市立総合体育館　１階会議室
参 加 費　　無料
【お問い合わせ】
　みなまた安心センター（水俣市社会福祉協議会内）
　☎０９６６－６３－２０４７
　{ansin@minamata-shakyo.jp
　右の受講申込み用 QR コードを
　利用できます。
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例
年
８
月
16
日
に
、
静
か
に
揺
れ

る
無
数
の
灯
り
―
―
そ
れ
が
万
灯
会

の
情
景
が
あ
り
ま
す
。

　

万
灯
会
と
は
、
先
祖
や
亡
き
人
々

の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
灯
明
を
捧
げ

る
行
事
で
、
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
令
和
３
年
度
よ
り
開
催
し
て

お
り
、
毎
年
多
く
の
方
が
灯
籠
を
持

参
さ
れ
ま
す
。

　

灯
り
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
故
人
や

ご
先
祖
へ
の
様
々
な
想
い
が
込
ま
れ

て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

仕
事
上
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
人
が
歩
ん
で
き
た
人
生
を
知
っ
た

時
、
自
分
自
身
の
人
生
観
も
変
わ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
人
か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
想
い

を
引
き
継
い
だ
方
々
の
未
来
の
た
め

に
・
・
・
万
灯
会
が
そ
う
い
う
き
っ

か
け
に
な
る
行
事
で
あ
っ
て
欲
し
い

で
す
。�

「
Ｍ
」

ス
タ
ッ
フ
コ
ラ
ム

～
灯
り
に
込
め
る
想
い
～

～
灯
籠
に
想
い
を
込
め
て
～ 

「
み
な
ま
た
万ま

ん
ど
う
え

灯
会
」

●
期 

日

　
８
月
16
日
（
土
）
15
時
～
17
時

●
会 

場

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

　
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

●
開
催
方
法　

　
準
備
さ
れ
た
「
灯
籠
」
を
15
時
～

17
時
に
会
場
へ
持
ち
こ
み
、
焼
香
を

し
て
お
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。
お
預

か
り
し
た
灯
籠
は
川
に
流
さ
ず
、
会

場
に
て
読
経
に
よ
り
御
供
養
し
ま
す
。

●
事
前
持
ち
込
み　

　
８
月
１
日
か
ら
16
日
15
時
ま
で
社

会
福
祉
協
議
会
に
て
お
預
か
り
し
ま

す
。

※
日
曜
日
を
除
く

【
お
問
い
合
わ
せ
】

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
６
６-

63-

２
０
４
７

在
宅
介
護
の
お
手
伝
い

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
在
宅
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど
に
対

し
、
慰
労
を
図
る
た
め
、
各
種
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
家
族
の
身
体
的
、

精
神
的
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

介
護
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

●
内
容

・
訪
問
散
髪
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

●
対
象
者

・
身
体
障
害
者
１
級
～
２
級
ま
た
は

介
護
保
険
の
要
介
護
４
～
５
の
人

を
在
宅
で
半
年
以
上
介
護
し
て
い

る
家
族

・
身
体
障
害
者
１
級
～
２
級
ま
た
は

介
護
保
険
の
要
介
護
４
～
５
の
人

【
お
問
い
合
わ
せ
】

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
６
６-

63-

２
０
４
７

ス
タ
ッ
フ
募
集
の
お
知
ら
せ

訪
問
入
浴
介
護
の

看
護
職
員
（
パ
ー
ト
）

【
資　
格
】

・
看
護
師
（
正
、
准
）

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許

ケ
ア
プ
ラ
ン
担
当
職
員
（
パ
ー
ト
）

【
資　
格
】

・
介
護
支
援
専
門
員
、保
健
師
、社
会

福
祉
士
、看
護
師（
地
域
ケ
ア
、地

域
保
健
の
経
験
者
）、社
会
福
祉
主

事（
高
齢
者
保
健
福
祉
に
関
す
る

相
談
業
務
等
に
３
年
以
上
従
事
し

た
方
）の
い
ず
れ
か

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許

【
お
問
い
合
わ
せ
】

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会　
総
務
係

☎
０
９
６
６-

63-

２
０
４
７

{info@
m

inam
ata-shakyo.jp
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